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　Abstract:　The Sør Rondane Mountains fi eld party, part of the summer party of the 50th 
Japanese Antarctic Research Expedition （JARE-50）, consisted of fi ve geologists and one 
fi eld assistant, and conducted geological fi eldwork in the western Sør Rondane Mountains, 
Eastern Dronning Maud Land, as part of a research project of the National Institute of 
Polar Research （#P-5-1）.　The fi eld party accessed the mountains using the Dronning 
Maud Land Air Network （DROMLAN） from Cape Town to a runway close to the Belgian 
base, via the Novolazarevskaya runway.　The field party made three campsites （Base 
Camp, Camp 1, and Camp 3） and stayed on the snowfi eld for 75 days.　Here, we report 
the detailed operation plans and present a summary of the fi eldwork, including information 
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1．　は じ め に
　第 50次日本南極地域観測隊セール・ロンダーネ山地地学調査隊（以下，第 50次隊）は，






Logistics Centre International（ALCI）社が運営するドロンイングモードランド航空網（Dronning 
Maud Land Air Network: DROMLAN）を利用した（図 1）．また，今次隊の観測も 2007‒2009










隊長とベルギー基地を統括する International Polar Foundation（IPF）代表の Alain Hubert氏が
我々第 50次隊の受け入れについて協議し，調査に使う燃料を基地から提供してもらうこと
図 1　航空路（DROMLAN）の概略図
Fig. 1.  Access routes of the Dronning Maud Land Air Network from Cape Town to 












空機で往復する（図 1）．行動期間は 2008年 11月 16日～2009年 2月 10日とし，そのうちセー
ル・ロンダーネ山地での野外調査期間として 2008年 11月 21日～2009年 2月 2日の 74日
表 2　隊員の役割分担
Table 2.  Roles of members of the fi eld party.
表 1　セール・ロンダーネ山地地学調査隊隊員構成




























Fig. 3.  Planned research areas (I, II, and III) and campsites (BC: base camp, C1: Camp 1, 
C2: Camp 2, C3: Camp 3) in the western Sør Rondane Mountains.
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およびニルスラルセンフィエレ（Nils Larsenfjellet）である（図 3）．ベースキャンプと C1‒


































燃料および個人装備のリストを表 3，表 4，表 5にそれぞれ示す．
（1）　テント







Fig. 5.  List of labels for transportation goods.
図 4　輸送用ラベル
Fig. 4.  Labels for transportation goods.
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表 3　共同装備リスト
Table 3.  List of general equipment.
117セール・ロンダーネ山地地学調査隊報告 2008‒2009
表 3　（続き）
Table 3.  (Continued.)
118 大和田正明ほか
表 3　（続き）
Table 3.  (Continued.)
119セール・ロンダーネ山地地学調査隊報告 2008‒2009
表 4　車両・輸送装備リスト
Table 4.  List of transportation-related equipment.
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表 4　（続き）
Table 4.  (Continued.)
121セール・ロンダーネ山地地学調査隊報告 2008‒2009
表 5　個人装備リスト
Table 5.  List of personal equipment.
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表 5　（続き）



















（230（長さ）×60（幅）×40（高さ）cm，想定積載重量 200 kg, ソリ総重量 24 kg）をノーライ
トデザイン社（札幌）に依頼し，6台を新たに特注製作した．ナンセンソリには連結用金属バー
を取り付けて岩石輸送ソリと連結する．
　積載物資の固定には，長さ 3 mと 6 mのタイダウンベルト（秀岳荘特製）と様々な物資固



































































































品リストを表 6に示す．これらを日本エフディ社に送付し，同社のテスト用釜で FD化した． 







　（A）　調理（日本エフディ社: 2008年 8月 25‒29日）
　フリーズドライ食品は，（a）調理した料理（128種），（b）下ごしらえした食材（37種）， （c）
既製品に区分される．このほか，（d）日本エフディ社で商品化されている FD食材（FD押







りつけは地学調査隊員を含む観測隊員 5名（後半 1名増で 6名）が行った．
127セール・ロンダーネ山地地学調査隊報告 2008‒2009
表 6　フリーズドライ食品の試作品リストとそれらの評価結果
Table 6.  List of trial freeze-dried foods and results of their evaluation.
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表 6　（続き）
Table 6.  (Continued.)
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入れて密封した．総重量 597.6 kgであった食品・食材が，FD化によって 180.0 kgとなり，
約 400 kgの軽量化（軽量化率 70%）が実現した．食品・食材の軽量化率を表 9に示す．そ
れぞれの食品・食材には，内容物名を記したシールを貼った．















Table 6.  (Continued.)
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表 7　フリーズドライ用食材リスト
Table 7.  List of freeze-dried ingredients.
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表 8　フリーズドライ食品リスト







Table 8.  (Continued.)
図 6　フリーズドライ食品の制作過程．a: フリーズドライ食品の作成者，b: 調理，
c: 凍結乾燥釜，d: フリーズドライ食品の梱包．
Fig. 6.  Procedure followed in preparing freeze-dried foods. a: staff member 
responsible for cooking freeze-dried foods, b: cooking, c: pods for making 
freeze-dried foods, d: packing of freeze-dried foods.
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表 9　フリーズドライ食品の軽量化率




ラン 2パック，玄米ブラン 3パック，グラノーラ 3パック，切れてるチーズ 1/2個，ドライ
フルーツ 1パック，カルパス 1本，甘納豆 1袋あるいはようかん 2個，チョコレート 1枚，スー
プ 4パックおよび適量のあめを準備した．
　（C）　夕食: ワンクイックライスと主菜 1品・副菜 2品からなる FD料理を主食とした．デ
ザートやスープ類も各レーションに適宜加えた .
















































































































　救急救命については，第 49次隊と同様に，9月 2‒5日の 4日間にわたり新潟県村上市消
防本部で訓練が実施された．この訓練には，担当隊員（志村，束田，阿部）と第 50次越冬
隊の医療隊員とフィールドアシスタントも参加した．この訓練では，救急救命機器・医療機










































Table 14.  List of drinks.
表 15　休息日献立
Table 15.  Menu on rest days.
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磁気偏角図」まで（p. 63‒70）の解説と，「第 50次日本南極地域観測隊・夏隊セール・ロンダー










図 7　レスキュー体制と医療講習．a‒d: 医療講習，e‒f: レスキューセット．
Fig. 7.  Rescue and medical training.  a‒d: Medical training, e‒f: rescue tools.
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表 16　医療器具リスト
Table 16.  List of medical equipment.
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表 17　医薬品リスト







































































































































　緊急事態発生時における連絡体制は，第一に DROMLAN Medical Evacuationとし，DROM- 
LANフライトへの救援要請が不可能な場合は，Search and Rescueを極地研，ベルギー基地
図 9　事故発生時の連絡体制
Fig. 9.  Radio communication system for the fi eld party.
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図 10　事故発生および事故連絡後の指示系統図
Fig. 10.  Emergency communication system for the fi eld party.
図 11　緊急時の外部連絡流れ図

















6時間であった．また，帰路は 2009年 2月 11日午後ノボラザレフスカヤ基地滑走路を離れ，


















料（JET-A1）缶 1本をベルギー基地から受け取った．基地には 11月 28日まで滞在し，翌
29日，燃料を含むほとんどの物資をベルギー基地の雪上車に運搬してもらい，ベースキャ
ンプ地へ移動した．




3.1.3.　調査期間（2008年 12月 3日～2009年 1月 31日: 60日間）
　調査期間の前半と後半は曇りや吹雪く日が続き，停滞日も多くなったが，12月 18日から








Fig. 12.  Travel routes, showing each campsite with the main areas of geological surveys from each campsite.
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表 19　行動経過












Table 19.  (Continued.)
153セール・ロンダーネ山地地学調査隊報告 2008‒2009
かかる懸垂氷河から上流は，氷河上に直径 2 m程のマウンドが多数出現し，幅 50 cm～1 m
のクレバスが多数存在していた．この付近はフィルン帯で，クレバスの位置を確認できるた
め，慎重にルートを見極めれば通行できた．































































































































3.1.9.　調査終了: ベースキャンプ物資整理・撤収期間（2009年 2月 1‒3日）
















モービルおよび他の装備物資: 合計 76梱）と航空便貨物 2便（装備物資・食料・個人装備: 
合計 138梱，危険品: 合計 21梱）の計 3便に分けて総量約 4650 kgの物資輸送を行った．船
便物資は 8月 8日に荷送りして，ケープタウンへは 10月 3日に到着した．到着して数日後
に ALCIへ荷物が引き渡された．航空便の荷物は 10月 20日に送り，10月 27日にケープタ
ウンへ到着した．危険品（エンジンオイル，バッテリー，発煙筒）の海外輸送については，
別途以下の手続きが必要である．すなわち，製品ごとに製造・販売元から製品安全データシー







用の物資を第 1便用と第 2便用に分けた（表 21，表 22）．また，スノーモービルやソリなど
を保護する木枠や段ボール箱はすべて取り外し，不要となった梱包材は滑走路脇にある所定
表 20　物資輸送経過

















































































































































































Fig. 13.  The mess hall tent (Dome 8) at Base camp.
図 14　雪鳥とりで山キャンプ地でのテントの配置
Fig. 14.  Arrangement of tents (one mess hall tent 








Fig. 16.  Nansen sled with a metal bar for linking with 
a cargo sled to transport rock samples.
図 17　ショックアブソーバー
Fig. 17.  Shock absorber.
図 18　ナンセンソリと岩石輸送ソリの連結
Fig. 18.  Connection between a Nansen sled and a 


















を使用した．しかし，ドーム 8と同様に VE-25も紫外線により退色が著しかった．ドーム 5


































































































断念した．整備作業終了後，エンジンとヒーターの調子が良い No. 3，4，6，7の車両を第 50
次隊で使用することにした．
　前次隊と同様に第 50次隊でも走行距離が増加するにつれ，エンジンの回転数が下がらな


































レキシブルパネル（フジパワーレスキュー; パネル一枚あたりの発電能力 12 V・36 W，重量
1 kg）4枚とし，予備パネルとして第 49次隊で使用した固定パネルを準備した．フレキシブ





ル（最大出力 2.3 A）は１日あたり 10‒9 Ah/dayを発電できる，3）南極の夏季は白夜であるが，








Fig. 20.  Setting up solar panels at base camp.  a: Fiber Reinforced Plastics  (FRP) boards on 




　調理用コンロに消費した燃料は約 80 lで，前次隊に比べて約 20 l少なかった．これは，雪
作り装置で水を作ったことや氷河からの融水を積極的に採取して利用したため，灯油コンロ
の使用が減ったからである．第 50次隊は 6人パーティーであったが，一日に必要な水の量






















































Fig. 21.  Working clothes in the fi eld.
図 22　調査用に開発したノースフェース製の手袋




Fig. 23.  Special hat made by The North Face 


































































定時交信 2: セール・ロンダーネ山地滞在中，第 50次隊の昭和基地到着前
　・HFで定時に交信．交信相手は第 49次越冬隊．










信の時間は昭和基地時間の 2100 LTと設定していたが，第 49次越冬隊との打ち合わせの結果 , 































































































図 24　食料の保管と水作り．a: 食料の保管，b: テントの脇に積んだ水作り用の雪ブロック，
c: プラスチック製の箱に入れた水作り用の小型雪ブロック，d: 太陽熱を利用した水
作り装置，e: 池から水をくみ出す作業．
Fig. 24.  Food and water supplies.  a: Storage of food stuffs; b: snow blocks located close to 
the mess hall tent, used to make water; c: small snow blocks stored in a plastic box; 



















図 25　食料と調理．a: 行動食，b: フリーズドライ食品（お湯をかけて戻す），c‒d: 凍結した調味料類（酢）．





















































































































































































図 26　気象観測と悪天候後のドリフト．a: 気象観測担当者 2名による観測，
b: 1月 27日のブリザード，c‒d: ドリフトに埋没する物資やテント．
Fig. 26.  Meteorological observations, and storage goods and tents buried under a snow drift 
after bad weather.  a: Meteorological observations by two members of the party, b: the 
blizzard on 27 January 2009, c‒d: the snow drift and the buried storage goods and tents.
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表 25　気象観測結果












Table 25.  (Continued.)
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図 28　海面気圧と天気の相関関係
Fig. 28.  Relation between corrected sea-level pressure and weather.
図 27　調査期間中の気圧変化．現地気圧（下のデータ）と補正後の海面気圧（上のデータ）．
Fig. 27.  Atmospheric pressure changes at each campsite (lower data) and at sea level, 




　全期間を通じて，風速は 5 m/s程度の日が多かった（図 30a）．また，観測地・観測時にお
いて風速 15 m/s以上だった事が 3回，風速 10 m/s以上だった事が 15回あった．しかし，A














20 m/s以上，視界 2 m未満と予想される．
図 29　調査期間中の気温変化













Fig. 31.  Relation between wind speed and wind direction (a), and between wind speed 
and corrected sea-level pressure (b).
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（6）　紫外線強度





























　帰国後，昭和基地の気象担当隊員から当日の天気図（Bureau of Meteorology, Australian Gov- 
ernment, 2008; South African Weather Service, 2008）を入手して，現地で作成した天気図と比
図 33　調査期間中の紫外線強度の変化と，紫外線強度と天気の関係．
Fig. 33.  Ultraviolet radiation change (a) and relation between ultraviolet radiation and weather.
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図 34　12月 29日の天気図．a: 昭和基地からの天気情報をもとに作成した天気図．
同日の天気図，オーストラリア気象局発表（b），南アフリカ気象局発表（c）．
Fig. 34.  Weather chart based on data from Syowa Station for 29 December 2008 (a).  
Weather charts of the Bureau of Meteorology, Australian Government (b) 
and South African Weather Serice (c) for 29 December 2008.
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Table 26.  New information on crevasses in the central-western Sør Rondane Mountains, as identifi ed 
by JARE-50.  The numbers correspond to those in Fig. 35.
図 35　第 50次隊で確認したクレバス帯









4．　国 際 交 流
　調査開始と終了時のそれぞれ 1週間はベルギー基地に滞在し，物資の整理を進めると同時











































Bureau of Meteorology, Australian Government (2008): Home page (online). 〈http: //www.bom.gov.au/〉





















Owada, M., Shimura, T., Yuhara, M., Kamei, A. and Tsukada, K. (2010): Post-kinematic lamprophyre from the 
southwestern part of Sør Rondane Mountains, East Antarctica: constraint on the Pan-African suture event. J. 
Mineral. Petrol. Sci., 105, 262‒267.
Shiraishi, K., Ellis, D.J., Hiroi, Y., Fanning, C.M., Motoyoshi, Y. and Nakai, Y. (1994): Cambrian orogenic belt in 
East Antarctica and Sri Lanka: implications for Gondwana assembly. Journal of Geol., 102, 47‒65.
Shiraishi, K., Osanai, Y., Ishizuka, H. and Asami, M. (1997): Geological map of the Sør Rondane Mountains, 
Antarctica. Scale 1 : 250,000. Tokyo, National Institute of Polar Research （Antarctic geological map series; 
sheet 35）
South African Weather Service (2008): Home page (online), 〈http: //dev2. weathersa. co.za.〉
Takahashi, Y., Arakawa, Y., Sakiyama, T., Osanai, Y. and Makimoto, H. (1990): Rb-Sr and K-Ar whole rock ages 
of the plutonic bodies from the Sør Rondane Mountains, East Antarctica. Proc. NIPR Symp. Antarct. Geosci., 
4, 1‒8.
